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Ⅰ　問題の所在

児童虐待に関する相談処理件数は依然として、高
止まりしている。子ども家庭庁が発表した全国の児
童相談所における児童虐待の処理件数は、2022年度
には219,170件（速報値）となっており、対前年度
比で＋5.5％（11,510件の増加）（子ども家庭庁、
2023）であり、過去最多となった。これは、児童虐
待の相談処理件数に関する統計を取り始めた1990
年度（当時は厚生労働省）の全国の認知件数であ
る1101件と比較すると、約200倍にものぼり、膨大
な数となっている。このことは、それだけ社会の関
心や意識が高まっていることを示していると考えら
れ、極めて重大な課題だと考えらえる。

児童虐待への対応としては、児童の健全な発達を
保障するためには、家庭から分離せざるを得ない
と判断された場合には、児童相談所による一時保護
等を経て、乳児院や児童養護施設、児童心理治療施
設、児童自立支援施設等の児童福祉施設への入所措
置、あるいは里親への委託措置が取られることとな
る。児童虐待は、心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳ
Ｄ）を引き起こすということが、日本では、1995
年の阪神淡路大震災などを契機として、強く認知さ
れるようになり、施設入所後の子どもたちに対する
施設での心理的なケアの重要性が強く意識されるよ
うになってきた（Gil,E., 1991; 西澤、1999；安倍、
2001；大迫、2001など）。しかも、1999年には、
児童養護施設に非常勤の心理職を配置するという取
り組みが始められることとなった。さらに、2001年
には、乳児院や母子生活支援施設、2006年には、児
童自立支援施設等の児童福祉施設における心理職の
配置も始まった。このようなことを背景にして、こ
の領域における心理的ケアや心理職の在り方等に関
する実践と研究が進み始め、心理学関連の学会誌等

での発表なども進むようになってきた（例えば、坪
井、2004；古谷、2006；藤澤、2012；井出、2012；
加藤、2012；楢原・増沢、2012など）。

虐待を受け、社会的養護を必要とする子どもたち
への心理的支援を考える場合には（里親や保護者
への支援も含む）、主たる対象者である子どもたち
は、当然のことながら、可塑性に富む存在であるこ
とから、早めに心理的ケアを含む適切な対応を行う
ことが必要である。したがって、乳幼児期というで
きるだけ早期からの連続的な視点に立った上での有
効な方策の確立が重要であると考えられる。

それを受けて、大迫・白澤（2019a, 2019b）で
は、全国の乳児院、児童養護施設を対象にして、大
規模な質問紙調査を行い、乳幼児期という早期の時
期からの連続性を考慮した上での心理的ケアについ
ての解明を試みた。その結果からは、乳幼児期とい
う早期からの連続性を持った心理的ケアの必要性を
認識している施設が少なくないことが認められ、具
体的には、ライフストーリーワークの考え方などを
基にした取り組み、里親養育への繋ぎを重視した里
親支援の取り組み等が工夫されていることが明らか
にされた。

更に、質的な面から調査分析を行うために研究を
進めて、施設での実地調査を実施した。その結果、
乳児院については、実地調査により、「乳幼児への
養育における心理面での繋ぎ（連続性を持った心理
的ケア）」に関しては、①入所後の親との関係性へ
の配慮、②措置変更前の慣らし保育の重視、③措置
変更後の事後訪問、里帰り行事等の重視、④乳児
院・児童養護施設における乳幼児の対象年齢の変更
（平成16年[2004年]、児童福祉法改正）の有効性、
⑤語りかけや告知（“telling”）の必要性、重視の考
え、⑥育てアルバムの作成の重視、⑦家庭支援専門
相談員、里親支援専門相談員の役割の重要性など、
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おおむね７項目の重視されている、あるいは有効だ
と考えられる視点が示された。また、「心理職」に
関しては、①客観的な立場からの見立ての必要性、
②コンサルテーション、チームアプローチの重視、
③研修やSVの充実など、おおむね３項目の重視され
ている、あるいは、有効だと考えられる視点が示さ
れた（大迫・白澤、2021）。

また、児童養護施設については、「早期からの養
育における心理面での繋ぎ（連続性を持った心理的
ケア）」に関して、①生い立ちや家族について日常
的に触れることができる環境の調整、②併設施設に
おける乳児院・児童養護施設間の交流の重視（乳幼
児合同ユニット等を含む）、③併設施設でない場合
の連続性への配慮、④家庭との繋ぎへの配慮、⑤兄
弟関係への配慮、⑥幼児期からが学童期へのつなぎ
への配慮、⑦家庭支援専門相談員、里親支援専門相
談員の役割の重要性及び施設の里親支援機能の充実
など、おおむね７項目の重視されている、あるいは
有効だと考えられる視点が示された。また、「心
理職」については、①生活に関わることで、タイム
リーな支援や支援のアイデアを得ることが可能とな
るという利点、②個別面談によるトラウマケアなど
のほか、集団も含めて、SST、性（生）教育、セカ
ンドステップ、ライフストーリー的な取り組みの必
要性、③生活職員との協働における、客観的な見立
てができること、コンサルテーションにより生活担
当職員のかかわりの質が上がる、メンタル支援もで
きること、心理職が入ってから繋ぎを重視する土壌
ができてきたという変化など、おおむね３項目の重
視されている、あるいは有効だと考えられる視点が
示された（大迫・白澤、2022）。

さて、これらの研究により一定の成果を得たもの
の、さらなる課題にも直面することとなった。厚生
労働省（当時）は、家庭的養護を推進していくとい
う方向性を示しており、乳児院や児童養護施設等の
児童福祉施設においては、小規模化や地域分散化の
流れが進みつつあったのだが、そのような時期に行
われた研究では、調査の時点に比して、その前ほん
の数か月～１，２年程度の間に小規模化ユニット等
への建て替えが済んだ施設も少なくないことが明ら
かになった。そして、大規模な形態から、小規模化
への移行が進んだ施設においては、例えば、｢小規
模化になるほど、子どもの声が大きくなる。生い立
ちに対する疑問の声も出てくるようになった。その
ため、丁寧な対応が必要である｣などとする意見も
少なからず聞かれた。そして、その対応のためにも
ライフストーリーワークの考え方を取り入れた等の

意見などもあった（大迫・白澤、2022）。そのこと
から、小規模化に伴う子どもの様子と職員の変化に
関する継続的な調査の必要性が感じられた。また、
あわせて進行中であった里親養育の方向性の点から
も、里親との良い関係性を作り、継続支援している
施設もあった。子ども自身の人生のつながりを考え
るならば、里親養育という点でも、里親を支援する
人や機関が必要であり、協働して養育にあたるとい
う施設の役割が求められる。つまり、施設の高機能
化・多機能化に関する取り組みの強化も極めて重要
だと考えられた。

このことから、施設の小規模化や里親養育等の方
向性に沿った上での乳幼児期からの連続性を持っ
た心理的ケアのあり方の探求が非常に重要な課題で
あることは明白であり、施設の高機能化や多機能化
に伴う役割の変化等も踏まえつつ検討する必要があ
り、施設形態は、まさに、大きく変革していく時
期にあたることから、継続的な調査研究が求められ
る。その際には、小規模化に加えて、より一層の家
庭と同様の環境での養育、すなわち里親養育の推進
という方向性（2017年８月「新たな社会的養育ビ
ジョン」等）を受けた上での、里親支援、里親家庭
等との協働、保護者支援、専門性の発揮、地域支援
等の新たな施設の役割（高機能化・多機能化）に関
する検討を行っていく必要があると言える。

以上のことから、①施設の小規模化、家庭的養護
の方向性（地域分散化含む）からの連続性を持った
心理的ケアのあり方、②家庭と同様の環境での養育
の推進を踏まえた上での里親支援･協働等を中心とす
る施設の新たな役割（高機能化・多機能化）の２点
の解明を大きな目的として、これ迄に、全国の乳児
院対象の調査（大迫・白澤、2023）、児童養護施の
調査（大迫・白澤2024）において概略を把握してき
た。

その結果からは、最も重要な視点であった乳幼児
期からの連続性を持った心理的ケアについては、多
くの施設において、施設内、および関係機関との間
において、繋ぎの意識を持ちながら、重要な課題と
して取り組んでいることが明らかとなり、その継続
性、発展性が認められた。また、小規模化を中心と
する視点では、おおむね愛着形成などにおけるメ
リットの大きさは感じられていたが、職員の交代に
よる喪失体験が大きいことや職員の勤務上の過重負
担などのデメリットもあることが分かった。里親
支援を含むところの施設の高機能化や多機能化をめ
ぐる視点では、特に乳児院においては、比較的積極
的に取り入れられているのに対して、児童養護施設
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においてはやや消極的であることが認められた。さ
らに、心理職の役割等に関する視点においては、多
くの施設において、心理職が配置されてからの年数
が徐々に経過する中で、心理職の勤務経験が長くな
り、力量を高めていくなかで、施設における心理職
の役割、あるいは心理的なアプローチへの理解が深
まり、施設全体として心理的なケアに関する意識が
高まっている等、非常に望ましいと考えられる傾向
も認められた。一方で、生活職員とのコミュニケー
ションの取り方の難しさがあり、施設において心理
職としての立ち位置に困難があること、また、一人
職場であること、勤務日数が短いこと等により、十
分力を発揮しにくいという傾向もあった。

ただし、この調査はあくまでもアンケート調査で
あることから、施設の立地や文化、風土などに応じ
た個別の事情に即した点を把握することは難しかっ
た。そのため、今後は、可能な限り、各施設の特徴
に応じた有効な取り組みなどを、実地訪問などに
よって調査し、その結果を積み上げ、集約すること
で、この領域における子どもと職員にとって有用な
方策などを、現場とも共有しながら、提案、提言に
結び付けていくことができることが必要だと思われ
た。

このことから、本研究では、具体的な内容をより
詳細に調べるために、施設側の協力を得て、乳児院
における実地インタビュー調査を行い、早期からの
連続性を持った心理的ケアを行う上で、現在の小規
模化・地域分散化、高機能化・多機能化等、児童福
祉行政（国）が目指している方向性がどのように影
響しているのかについて、質的な点から明らかにし
ていくこととしたものである。

Ⅱ　方法

１　調査対象
対象は、全国の乳児院139箇所を対象としたアン

ケート調査（2020年実施）において、訪問による実
地インタビュー調査に協力可能と答えた施設から７
箇所を選定して行った。

インタビュー調査の対象は、施設長、副施設長、
主任、家庭支援専門相談員、里親支援専門相談員
（管理的あるいは全体を知る立場にある者）、及び
心理職、保育士、児童指導員、看護師であった。施
設の事情等により協力が可能な対象者へのインタ
ビュー調査を行ったので、施設によって人数は異
なっている。対象者の総数は15名であった。各施設
毎には、１名～４名の協力を得ることができた。

２　調査時期
2022年３月～2023年３月にかけて、研究代表者が

実地（施設）に赴く形で実施した。

３　内容
いずれの対象者に対しても、乳幼児への養育にお

ける心理面での繋ぎ（連続性を持った心理的ケア）
に関する取り組みについて、特に小規模化・地域分
散化、高機能化・多機能化（近年、施設に求められ
ている里親支援[フォスタリング含む］等）を踏まえ
たところでの活動内容、課題点などについて、でき
る限り質問内容は固定せず、自由に語ってもらうと
いう形式で、半構造化面接によるインタビュー調査
を行った。面接内容は、許可を得てICレコーダーに
て録音した。

４　倫理的配慮
事前に研究代表者の所属する大学における倫理審

査を受け、承認されたのちに実施した。実施に当
たっては、臨床心理学領域における倫理的配慮に基
づき、インフォームドコンセントの手続きを経て実
施した。対象者には、書面による承諾書への記入を
求め、了承を得た上で実施した。

Ⅲ　結果と考察

聞き取り結果をもとに、乳幼児への養育における
心理面での繋ぎに関する活動内容、課題点などにつ
いて小規模化・地域分散化、高機能化・多機能化を
踏まえ、また、施設の状況等も踏まえ、個別性に配
慮しつつ、施設が特定されることのないように、語
られた内容や資料等を分析した。その際には、KJ法
を分析の参考として活用した。各施設の状況が異な
ることからその語りから聞き取ることができた内容
について、単純にデータ数などだけを基準にするの
ではなく、その重要性などを十分に考慮しつつ分析
を進めた。最終的に、非常に重要だと思われる点を
抽出してまとめると以下の13項目が挙げられた。

１�　子どもの育ちをつなぐ―ライフストーリーワー
クの実践の重視
子どもの育ちをつなぐ（養育の連続性を保つ、生

い立ちを知る権利の保障をする）という点で、施設
によって始めた時期は異なり、また取り組みの程度
も違いはあったものの、全ての施設においてライフ
ストーリーワークの考え方に基づく取り組みが重視
されていることがうかがえた。前回の実地調査は、
2016年から2017年にかけて実施したが（大迫、白
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澤、2021）、今回の調査に当たっては２回目の調
査となった施設もあり、特に、そのような施設に
おいては、前回の時点での取り組みをさらに充実し
ている傾向が強く感じられた。また、今回初めての
調査となった施設においても、前回の時点では取り
組み自体が始まっていなかったが、今回の調査で、
その考え方（ライフストーリーワーク）の重要性か
ら、比較的近年に取り組みを始めたという傾向が強
かった。これらのことから、「子どもの育ちをつな
ぐ―ライフストーリーワークの実践の重視」という
ことが全体的に浸透していることが伺えた。その心
理的な意味の重要性についての指摘がなされており
（山本智佳央・楢原真也・徳永祥子・平田修三、
2015）、今後もその流れが進んでいくのではないか
と考えられる。

２�　養育環境の安定性を保つ工夫（縦割り保育を重
視するといった取り組みなど）
乳児院において、子どもたちが在院する期間は

２，３年と短いので、養育の環境（同じ場所）を変
えず、養育者が変わらない縦割り保育を重視してい
るとするなど、環境と養育者の安定性・連続性に配
慮しているという施設もあった。確かに、乳児院に
在院する時期は、ボウルビィによる愛着理論では、
愛着形成における非常に重要な時期だと言える。ま
た、愛着対象は特定の者であることも重要であると
される。乳児院では、担当養育制をとっている場合
も多いが、さらに、できるだけ年度が変わっても養
育者あるいは環境も含めて変わらないという取り組
みは、愛着形成を促し、安定した心の発達にとって
非常に重要であると考えられる。

３　アルバムや「telling絵本」等の作成の重視
「つなぐアルバム」、「育ちアルバム」を作成

し、成長の過程を伝えることができるような取組み
をしていた。また「telling絵本」を作成して、未来
につないでいくための語りという形で整理している
という取り組みが多く実践されていた。この点にお
いても、前回の2016、2017年の実地調査（大迫、白
澤、2021）から、２回目の調査となった施設では、
前回の時点での取り組みをさらに充実している様
子であった。例えば、実親による養育困難から乳児
院措置、その後里親委託となったケースなどでは、
なぜ自分が乳児院に入所したのか、そしてなぜ里親
の所へ委託となったのかということを、その時の自
分や取り巻く大人の様子（感情を含む）を含めて絵
本としてまとめ上げ、子どもに伝えていくという取

り組みを、より丁寧に実施している傾向が認められ
た。子どもの育ちをつなぐという視点から、非常に
重要な取り組みだと考えられた。

４　措置変更前の慣らし保育の重視
児童養護施設等へ措置変更の場合の事前の慣らし

保育については、ほとんどの施設が重視していた。
以前に比べて、児童養護施設側の理解や受け入れも
かなり自然な形で進むようになってきたという意見
が非常に多く認められた。これは、やはり子どもた
ちの心理的な発達面の重要性が強く認識されるよう
になり、子どもの育ちをつなぐという視点の重要性
が強く認識されるようになったことなどが背景にあ
ると思われる。なお、ちょうどコロナ感染症拡大の
影響を受けた時期だったこともなり、受け入れ先の
児童養護施設とは、事前に、オンラインを活用し、
かつ、適宜、対面での直接の慣らしも併用して実施
したというケースもあった。様々な工夫が広がって
いることが感じられた。

５　措置変更後の事後訪問、里帰り行事等の重視
児童養護施設等への措置変更後に、乳児院の担当

者が事後訪問を行うこと、あるいは児童養護側から
は施設の職員が乳児院に連れて帰る「里帰り行事」
等もほとんどの施設で実施されていた。また、里親
への措置変更の場合にも同様の取り組みを実施する
という話も聞かれた。子どもにとっての自分の育ち
を確認し、その後につなげていくという意味、つま
り、養育における連続性を保つという視点において
非常に重要だと思われた。

６　併設の児童養護施設との連携の重視
同一法人によって、児童養護施設と乳児院が併設

されている施設もあったが、その場合には、特に、
心理職の配置などを契機に、育ちの連続性を保つた
めの取り組みが重要だという意識が高まり、支援向
上のための委員会の設置などにより、その取り組み
が進んだという話が聞かれた。乳児院と児童養護施
設という双方の施設に複数の心理職を置いていると
いう施設（法人）もあり、心理的ケアの視点が重視
されていた。心理職が施設に配置されてから久しい
が、その効果の一つとして特筆されると思われた。

７　語りかけ（“telling”）の必要性、重視の考え
“telling”とは、語りかけや告知をも含んだ概念であ

るが、養育場所の変更などに伴って子どもに生じる
気持ちや成育史にかかわる話題などを、養育者が子
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どもにわかる言葉で語りかけることを積極的に取り
入れている施設もあった。その場合には、外部の大
学教授によるSV（スーパーバイズ）を通じて実施し
ているということであった。子どもであってもその
状況を理解する力はあり、そのことを言語化しなが
ら明確化するということは、ひいては、子どもの人
生をつなぐということにつながる重要な取り組みで
あり、子どもの権利を擁護する取り組みだと思われ
た。

８　小規模化によるメリットとデメリットへの対応
小規模化を実施した場合、丁寧にかかわることが

できるため子どもの安定につながるというメリット
を強調する意見がおおむね聞かれた。ただし、一方
で、職員の抱え込み、孤立化などのデメリットが発
生する場合もあったり、子ども同志でのトラブルが
頻発する場合には、環境が閉じているだけに問題が
大きくなることもあるとのことであった。そのた
め、ある施設においては、、昼間は小規模での養育
を実施するが、夜間は大舎での運用として、職員間
の協力体制に十分に留意しているという施設もあっ
た。この点は、課題でも述べるが、おおむね子ども
にとってのメリットがある反面、職員にとっては
デメリットとなることもあり、想定されるリスクに
どのように対処するか備える必要があると考えられ
る。

９　一時保護機能やショートステイ機能の充実
乳児院には、児童相談所での乳幼児の一時保護が

難しい場合も少なくないため、そのようなケースで
は乳児院での一時保護を依頼されることが一般的で
ある。その場合に、本体施設の入所児童と一緒の生
活空間で対応する場合もあるが、施設によっては、
一時保護施設（棟）を専用で設置し、心理職も専属
で配置するなどして、アセスメント機能を充実させ
ているという施設もあった。この機能の設置によ
り、本体施設の子どもたちが落ち着くというメリッ
トもあるとのことであった。この点は、今後の多
機能化、高機能化に向けて非常に重要な点だと思わ
れ、一つの在り方として特徴的な取り組みだと感じ
られた。

10　保護者支援の重視
乳児院に措置された子どもが家庭に引き取られる

場合も多いため、保護者への支援は、非常に重視し
ているとのことだったが、施設によっては、いつで
も面会ができるだけでなく、面会室ではなく、生活

場面での面会を設定することで、担当の保育士との
関係もつなぐことを重視している施設もあった。さ
らに、家族支援棟を設置し、心理職が、保護者等へ
の養育訓練プログラムを実施しているという施設も
あった。乳児院養育指針でも保護者との連携は非常
に大切な課題であるとされている（全国社会福祉協
議会・全国児福祉協議会、2009）。保護者の中に
は、自身が不安定な家庭環境で育ち、養育力に乏し
い場合も少なくないため、その点をフォローしてい
く取り組みの工夫として、やはり非常に重要だと思
われた。

11　地域支援や里親支援の充実
里親支援機関の運営を行っている施設もあり、心

理職を配置してマッチング支援やアフターフォロー
を充実させている施設、また、里親支援機関が県内
の里親支援を総括する役割を担っているというとこ
ろもあった。さらに、市役所との連携の重視、ある
いは子どもを地域の保育園などにつなぐ場合の工夫
（子どもの特徴をわかりやすく示す資料の作成等を
実施）への配慮がある施設もあった。まさに、乳児
院の多機能化、高機能化の実践例として、しかも現
代社会に適合した非常に重要な取り組みだと思われ
た。

12　心理職の役割の大きさと施設の理解の進展
心理職が、子どもの育ちをつなぐために、生活担

当職員に対する適切なコンサルテーションを行った
り、乳幼児期の子どもの気持ちをすくいあげるよう
な丁寧な個別の心理療法を実施するなど、その対応
が充実してきていることが伺えた。また、保護者支
援、地域支援、里親支援などにおいても、心理職の
活動が大きなプラスとなっていると思われた。もち
ろん、このことは心理職単独でなしえることではな
く、施設長をはじめ、多職種による理解と支えが
あってのことだということがうかがえた。乳児院に
心理職が配置されるようになってから約20年を経
過する中、その成果が大きく表れていると考えられ
た。

13　課題について
先述したように、小規模化を実施した場合、丁寧

にかかわることができるため子どもの安定につなが
るが、一方で、職員の抱え込み、孤立化などのデメ
リットが発生する場合もあり、特に職員の協力体制
やひいては育成などが大きな課題だという意見が非
常に多かった。この点では、今後、特に施設全体で
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職員間の風通しを良くして、コミュニケーションを
活発にすることであったり、全体を見渡しながら、
調整する役目を持つ管理職が適切に対応することな
どが重要だと思われた。ひいては、職員のメンタル
ヘルスなどへの配慮も必要だと思われた。

Ⅳ　総合考察とまとめ

子どもに対する虐待は、乳幼児期といった人生の
初期から発生していることも少なくなくなく、その
心理的なダメージは重篤であることから、心理的ケ
アは、乳幼児期という早期から、しかもその後の人
生の連続性という視点を考慮した上で実施していく
ことが極めて重要である（渡辺、2003；南山・青
木、2012；山本、2012；友田、2017）。しかも、深
刻な虐待を受けた子どもたちは家庭分離により、児
童福祉施設に入所することも少なくなく、施設にお
けるその心理的ケアの状況を明らかにするために、
全国の乳児院、児童養護施設を対象にした質問紙調
査（大迫・白澤、2019a,2019b）、および実地調査
（大迫・白澤、2021，2022）を実施してきた。さ
らに、その後、施設の小規模化や里親養育等の方向
性に沿った上での乳幼児期からの連続性を持った心
理的ケアのあり方の探求が、非常に重要な課題であ
り、しかも、施設の高機能化や多機能化に伴う役割
の変化等も踏まえつつ検討する必要性が明白になっ
てきた。特に、より一層の家庭と同様の環境での養
育、すなわち里親養育の推進という方向性（2017年
８月「新たな社会的養育ビジョン」等）を受けた上
での現場における影響と変化を把握する必要が求め
られた。そのことを踏まえて、これ迄に、全国の乳
児院対象の調査（大迫・白澤、2023）、児童養護施
の調査（大迫・白澤2024）において概略を把握し、
全体的な流れとしては、小規模化の進展に伴って
も、早期からの連続性を保つような心理的ケアの考
え方がより一層、重視され、また高機能化、多機能
化も進展していることが伺えた。その上で、今回の
質的な調査により、施設の個別性などに基づく具体
的な内容を把握することを試みたものである。

今回調査を行った各施設においては、体制や形
態、背景となる文化や地域性も様々であり、一概に
まとめることは困難である。その中で、国が掲げる
養育の方向性等の状況を鑑みながら、非常に熱心な
取り組みと現場での努力がなされていることは言う
までもなく、最新の社会福祉学や心理学における知
見などを統合しつつ、貴重な実践が蓄積されている
ことが分かった。特に、子どものアイデンティティ
の獲得などにつながるという点で極めて重要な「育

ちをつなぐ（ライフストーリーワーク）」という視
点（Rose,R. & Philpot, T.、2005；楢原、2015；山
本・楢原・徳永・平田、2015；大迫、2017）が、心
理職の関与の影響などもあり、大変重視されている
ことが明確となったと考える。また、そのための具
体的な取り組みが進んでいることがわかった。

引き続き、子どもの発達を支えていくような取組
みの進展と、関与する職員が疲弊することなく、
高い達成感や満足感を保ちながら仕事に臨むことが
できるような環境整備が進んでいくことが期待され
た。そのためには、地域の関係機関や専門職との連
携による支援の充実、あるいは、国や自治体が定め
る政策対応による支援なども重要であると考えられ
る。

今後も、各施設の特徴に応じた有効な取り組みな
どを積み上げ、集約することで、この領域における
子どもと職員にとって有効だと考えられるような方
策を、現場とも共有していく必要がある。その際に
は、青木（2012）が指摘するような生活臨床という
視点を大事にする必要があるだろう。そして、その
ような知見を、可能な限り、広く現場での実践に取
り入れていくことや、今後も、国や自治体が進める
政策対応などにも、できるだけつなげていくことが
できることができるようにする必要があるだろう。
今後も、現場と研究者が一体になって取り組んでい
くことが極めて重要だと考える。

＜付記＞
研究を進めるにあたり、協力をいただきました当

該乳児院の施設長をはじめとする皆様方には、心よ
り深く感謝申し上げます。

なお、本研究の一部は、第21回日本福祉心理学会
（日本福祉心理学会事務局：オンライン）にて発表
した。また、本研究は、JSPS科研費18K02095（研
究代表者：大迫秀樹、研究分担者：白澤早苗）の助
成を受けて実施されたものの一部である。
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